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今週のおすそわけ！              研究推進部長 丹生 憲一 

裏面の吉田先生の記事にもあるように、１５日（水）は試験の前日ですが、１年生のみなさんには「丹波の魅

力をおすそわけ」という楽しい授業を準備しています。ここでは、その講師の先生方の顔ぶれを紹介しておきま

しょう。本校 HP にある授業用の動画（一部 PDF の資料）もご利用ください。   （順不同 敬称略） 

 

一宮 祐輔 （丹波市民プラザ） 

   出町 慎  （関西大学・衣川会館） 

   小橋 昭彦 （丹波市会議員） 

   中川 ミミ （一般社団法人 Be） 

   マイク・トイ（３Rostery） 

   和田 輝政 （NPO 法人 imagine 丹波・わだしすてむ） 

   白川 やすよ（NPO 法人 imagine 丹波・コトブキフーズ） 

   イラズムス千尋（丹波布作家） 

   谷水 諒  （谷水加工板工業） 

   柳川 拓三 （やながわ・丹波市観光協会） 

   宮川 五十雄（NPO 法人 森の都研究所） 

   荻野 雅文 （丹波市役所 企画総務部） 

   田中 公教 （丹波竜化石工房） 

   鴻谷 佳彦 （NPO 法人 imagine 丹波・無鹿 :写真） 

 

それぞれが、「市民活動」「空き家利用」「働き方」「移住」「伝統工芸」「特産品」…と様々な分野で専門的な知

識と経験をお持ちですが、必ずしも皆さんが考えているテーマに一致するとは限りません。講師の先生方のお話

を聞いて、改めてテーマの変更があっても構いません。テーマはそのままで、新しい視点をもって、考えていた

のとは違う切り口から取り組むことも大いにけっこう！実りある時間にしてください。 

 

See you, Kara! 

３年間、ALT としてお世話になった Kara 先生が帰国されました。７月の末まで滞在予定でしたが、コロナの

影響で帰国してから２週間は自由に動けない事や、９月からは 

母国の高校で勤めることが決まったこともあり、帰国が早まり 

ました。寂しくなりますが、これからもオンラインで連絡を取 

りましょうと言っています。第２言語としての英語をヒスパニ 

ック系の子供たちに教えるそうです。柏原高校での経験を活か 

してご活躍されることでしょう！See you again! 


